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「
下
村
大
臣
は『ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（W
杯
）
に

間
に
合
わ
な
い
か
ら
仕
方
な

い
』
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞

こ
え
る
。
『
仕
方
な
い』
と
い

う
の
は
ご
自
身
が
こ
の
計
画
に

問
題
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
証

拠
だ
」。
基
本
デ
ザ
イ
ン
を
ま

都
内
シ
ン
ボ

「
ま
だ
終
わ
り
で
な
し
」

、

二
O
ニ
O
年
東
京
五
輪
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
主
会
場
の
新
国
立
競
技
場
に
つ
い
て
、
下
村
博
文
文
部
科
学
相

は
二
十
九
日
、
現
行
デ
ザ
イ
ン
を
維
持
し
た
ま
ま
建
設
を
進
め
る
と
正
式
表
明
し
た

。

だ
が
総
工
費
は
当
初
の
予
定

を
大
幅
に
上
回
り
財
源
は
不
透
明
な
ま
ま
。

工
期
も
予
定
を
二
カ
月
超
過
す
る
こ
と
が
新
た
に
分
か
り
、
計
画
に
反

対
し
て
き
た
人
た
ち
は
あ
ら
た
め
て
見
直
し
を
求
め
る
声
を
上
げ
た

。

（
森
本
智
之
、O面
参
照）

と
め
た
ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
氏
の

案
を
変
更
す
る
よ
う
求
め
て
い

た
建
築
家
の
横
文
彦
氏
は
憤

る
。下

村
氏
は
二
十
九
日
午
前
、

記
者
団
に
「
（
総
工
費
の
）
ご

千
五
百
二
十
億
円
は
や
は
り
高

い
」
と
認
め
つ
つ
「
関
係
者
に

慰
謝
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会
っ
て
交
渉
し
た
が
、
ラ
グ
ビ

ー

w
一杯
に
間
に
合
わ
せ
る
た

め
、
大
幅
な
変
更
は
残
念
な
が

ら
間
に
合
わ
な
い
」
と
話
し
た

。

下
村
氏
は
棋
氏
に
も
直
接
面

談
し
た。
横
氏
は
「
こ
ち
ら
は

W
杯
に
間
に
合
う
と
工
程
表
を

命
名
権

新
国
立
競
技
場
の
財
源
確
保

策
の
一
つ
に
二
十
九
日
、
命
名

権
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）
が

浮
上
し
た。
し
か
し
、
効
果
が

見
え
に
く
い
な
ど
の
理
由
か
ら

近
年
、
企
業
か
ら
の
応
募
は
低

調
な
上
、
肝
心
の
二O
二
O
年

東
京
五
輪
・一パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
期
間
中
は
五
輪
ス
ポ
ン
サ
ー

以
外
の
命
名
権
は
使
え
な
い
。

「
話
題
に
は
な
る
だ
ろ
う
が
、
企

業
に
う
ま
み
は
あ
る
の
か
」

。

早

く
も
懐
疑
的
な
声
が
上
が
る
。

命
名
権
は
体
育
、
文
化
施
設

な
ど
に
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
や
商

品
の
名
前
を
付
け
る
権
利
。

施

示
し
た。
そ
れ
で
も
間
に
合
わ

な
い
と
考
え
る
な
ら
、W杯
を

新
国
立
で
行
う
こ
と
を
や
め
れ

ば
い
い
」
と
反
論
。

「
計
画
に

問
題
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

。

新
国
立
を
負
の
遺
産
に
し
な
い

た
め
に
、
日
本
の
建
築
界
の
総

う
ま
み
疑
問

設
の
整
備
、
運
営
費
を
賄
う
手

法
と
し
て
官
民
間
わ
ず
取
り
入

れ
て
い
る。

圏
内
の
公
共
施
設
で
初
め
て

導
入
し
た
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム

（
東
京
都
調
布
市
）
は
、
二
O

O
三
年
か
ら
メ1
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
は
「
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
」

に
。

最
初
の
五
年
間
は
十
二
億

円
、
続
く
六
年
間
は
十
四
億

円
、
昨
年
三
月
か
ら
の
五
年
間

は
十
億
円
の
契
約
を
結
ぶ
。

横

浜
国
際
総
合
競
技
場
（
横
浜

市
）
はO
五
年
か5
「
日
産
ス

タ
ジ
ア
ム
」
に。
最
初
の
五
年

は
年
間
四
億
七
千
万
円
の
契
約 力

を
結
集
し
て
新
し
い
案
を
作→の
応
募
も
あ
り
得
る
」
と
話

る
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

一
す唱
さ
ら
に
「
国
立
な
の
だ
か

－建
築
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
森
山て
句、
国
民
の
理
解
を
得
て
か
ら

高
至
氏
は
同
日
夜
、
都
内
の
シ「で
な
け
れ
ば
好
ま
し
く
な
い
」

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席。
2
「
デ
ザ一
と
も指
摘
す
る。

イ
ン
に
変
更
が
必
要
に
な
っ
た一
こ
う
し
た
課
題
に
文
科
省幹

場
合
に
デ
ザ
イ
ン
監
修
者
は
不T部
は
「
実
現
す
る
か
ど
う
か
も

合
理
に
こ
れ
を
拒
絶
で
き
な
一
含
め
、
よ
く
検
討
し
た
い
」
と

い
」
な
ど
と
定
め
た
デ
ザ
イ
ン
一
話
し
て
い
る

。

（
北
爪
三
記
）

コ
ン
ペ
の
要
項
を
示
し
た
上

二
都
の
建
築
審
査
会

で
、
「
ザ
ハ
氏
の
デ
ザ
イ
ン
を
一

大
幅
に
変
更
し
て
も
問
題
は
な
一
建
設
手
続
き
同
意

い
」
と
指
摘。

「
計
画
には
間
一
二
O
二
O
年
東
京
五
輪
・パ

題
が
多
く
、
試
合
は
ま
だ終わ
で
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
会
場
と
な

り
じ
ゃ
な
い。
ロ
ス
タ
イ
ム
を
一
る
新
国
立
競
技
場
（
東
京
都
新

続
行
さ
せ
た
い
」
と
訴
え
た
。

一
宿
区
）
に
つ
い
て
、
都
建
築
審

対
談
し
た
作
家
の
佐
山
一
郎
氏
ア
査
会
は
二
十
九
日
、
競
技
場
を

は
「
二
千
五
百
二
十
億
円が正
一
建
て
る
た
め
の
用
途
許
可
に
同

式
公
表
さ
れ
て
、
も
う
決
ま
っ一意
し
た。
建
設
予
定
地
は
、
住

た
ム
l

ド
だ
が
、
ま
だ
ど
う
転
一
宅
中
心
の
第
二
種
中
高
層
住
居

ぷ
か
分
か
ら
な
い
」
と
話
し
た
。
一専
用
地
域
で
、
本
来
は
競
技
場

一が
建
て
ら
れ
な
い
。

だ
っ
た
が
、
現
在
は
年
間
一
億己
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地

五
千
万
円
に
落
ち
着
い
て
い一域
に
は
、
観
覧
場
や
ス
ポ
ー
ツ

る
。

～練
習
場
な
ど
を
含
む
競
技
場
は

二
O
年
大
会
期
間
中
の
命
名
÷
建
て
ら
れ
ず
、
建
て
る
場
合
は

権
の
扱
い
も
ネ
ッ
ク
に
な
る
。

一
建
築
基
準
法
で
建
築
審
査
会
の

大
会
組
織
委
員
会
に
よ
る
と
、
一
同
意
が
必
要
に
な
る

。

命
名
権
を
取
り
入
れ
て
い
る
競
一
こ
の
日
は
法
律
や
建
築
、
都

技
会
場
は
大
会
期
間
中
、
大
会
一
市
計
画
な
ど
の
専
門
家
七
人
が

ス
ポ
ン
サ
ー
で
な
け
れ
ば
、
企
一
審
査
に
あ
た
っ
た

。

建
築
家
の

業
名
の
看
板
が
見
え
な
い
よ
う
一
寺
尾
信
子
氏
は
「
新
国
立
競
技

覆
い
を
す
る。
大
会
関
連
の
パ
一
場
は
世
界
的
に
議
論
に
な
っ
て

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホl
ム
ペ
ー
ジ
一
い
る
。

こ
れ
ま
で
市
民
の
意
見

で
は
正
式
名
称
で
紹
介
す
る
と
一
を
十
分
に
聴
い
た
の
か
」
と
指

い
う
。
一

摘
し
た
上
で
、
「
地
域
に
愛
さ

命
名
権
を
研
究
す
る
鳴
門
教一れ
、
未
来
の
世
代
に
歓
迎
さ
れ

育
大
の
畠
山
輝
雄
准
教
授
は

一る
よ
う
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

「
新
国
立
競
技
場
の
命
名
権
な
一
で
も
最
大
限
、
市
民
の
意
見
を

ら
二
十
億
上
ニ
十
億
円
ぐ
ら
い
一
吸
い
上
げ
る
努
力
が
必
要
だ
」

見
込
む
の
だ
ろ
う。
海
外
企
業

一
と
要
望
し
た。


